
歳出
214,180
（百万円）

平
成
27
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
構
成
割
合（
単
位
：
百
万
円
）

平　成　23　年　度
当　初
※15ヶ月
当　初
※13ヶ月
当　初
当　初
当　初

1 8 , 8 8 5
2 0 , 1 9 5
1 8 , 1 5 3
1 8 , 8 1 6
2 1 , 5 0 6
2 1 , 2 4 2
26 , 4 96

5.8％
4.3％

▲3.9％
▲6.8％
18.5％
▲1.2％
24.7％

平　成　24　年　度

平　成　25　年　度
平　成　26　年　度
平　成　27　年　度

投資的経費の推移
区　　　　　分 予算額（百万円） 対前年度比

※

※

※国の経済対策等に伴う13～15ヶ月ベースでの予算額

人件費
28,548
13.3％

公債費
25,094
11.7％

投資的経費
26,496
12.4％

物件費
20,569
9.6％

繰出金
12,254
5.7％

貸付金及び
出資金
5,685
2.7％

その他
14,615
6.8％

扶助費
80,919
37.8％

市債
26,824
12.5％

県支出金
11,104
5.2％

その他の
依存財源
8,768
4.1％

市税
52,653
24.6％

諸収入
5,320
2.5％

使用料・手数料
4,459
2.1％

その他の自主財源
8,702
4.1％

地方交付税
37,820
17.6％

国庫支出金
58,530
27.3％

その他の経費53,123
24.8％

義務的経費134,561
62.8％

依存財源143,046
66.8%

自主財源71,134
33.2%

投資的経費26,496
12.4％

歳入
214,180
（百万円）
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２.２.長崎市が計画している今後の大型事業長崎市が計画している今後の大型事業

３.３.長崎市の主な取り組み長崎市の主な取り組み

１.平成27年度長崎市一般会計予算
　 平成25年度決算（一般会計）

２.長崎市が計画している今後の大型事業

３.長崎市の主な取り組み

主
な
内
容

１１ 平成27年度長崎市一般会計予算年度長崎市 般会計予算
2,1412,141億8,0008,000万円万円2,1412,141億8,0008,000万円万円2,141億8,000万円

長崎市議会議員　井上　重久

2015年度  長崎市一般会計予算の主な事業2015年度  長崎市一般会計予算の主な事業2015年度  長崎市一般会計予算の主な事業

★は新規

項　目 事　業　名 予算案額

世界遺産

文 化 財

出島復元

まちぶら
プロジェクト

夜景観光

企業誘致

環　　境
災害対策

長 崎 駅
周　　辺

被爆70年

　産業革命遺産　端島炭坑関連の保存整備
　産業革命遺産　端島炭坑の遺構調査、整備活用計画
　長崎の教会群　イコモス現地調査対応など
　長崎の教会群　駐車場・トイレ等の整備
　旧長崎英国領事館の保存修理
★旧グラバー住宅の耐震診断
　乙名詰所など６棟復元
　出島表門橋架橋工事
　対岸の中島川公園整備
　新大工町地区の再開発事業支援
★浜町地区の再開発事業支援
★銅座プロムナードの街路整備関連
　唐人屋敷跡の顕在化関連
★鍋冠山公園展望台の改築
★田中町の企業立地用地整備
　長崎半島・琴海クリーンセンターの整備
　ごみ焼却施設の新「西工場」建設
　崖崩れ被害が発生した宅地などの復旧費の一部補助
　九州新幹線西九州ルート建設事業（負担金）
　土地区画整理事業（長崎駅周辺）
　長崎駅中央通り線の整備
　ＪＲ長崎本線連続立体交差事業（負担金）
　長崎原爆資料館の施設整備
　世界こども平和会議の開催
　米国で「原爆展」開催など　

8,000万円
1億486万円
3,370万円

1億3,450万円
1億5,000万円
1,080万円

3億1,400万円
2億7,000万円
2億4,280万円
4億1,490万円
1,320万円
1億500万円
2,400万円

1億3,220万円
7億6,700万円
8億9,900万円
53億8,420万円

2,000万円
2億966万円
3億6,810万円
2億1,670万円
7億5,850万円
1億7,780万円
1,450万円
1,500万円

平成25年度決算（一般会計）

500

400

300

200
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0
S60 H7 H12 H17 H22 H27 H32 H37 H42 H47 H52

109

343

53
81 78

328
309

69
92

61 55 50 45 40 35 33 30

103 110
125 135 137 136 133 132

291

455

505
487

470
443

429

424
413

404
394

381
374

357
353

331

275
254

233
217 203

187
169

資料：総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口(平成25年3月推計）」

年少人口（0～14歳）
生産年齢人口(15～64歳)
老年人口(65歳以上）

総人口(社人研）
総人口(四次総）
長崎市の人口

高度経済成長期：昭和27～48年
バブル景気：昭和61年 12月～平成3年2月
第二次ベビーブーム：昭和46～49年

【中核市比較】
自主財源の割合：41位（中核市42市）
・中核市の平均：51％
・長　崎　市：35％

【中核市比較】
義務的経費の割合：36位（中核市42市）
　・中核市の平均：52％
　・長　崎　市：58％

【歳出】
2,067億円

【歳入】
2,109億円

人件費人件費
285億円285億円
（14％）（14％）

扶助費扶助費
700億円700億円
（34％）（34％）

公債費公債費
214億円214億円
（10％）（10％）

投資的経費投資的経費
242億円242億円
（12％）（12％）

その他経費その他経費
626億円626億円
（30％）（30％）

地方交付税地方交付税
408億円408億円
（19％）（19％）

他の自主財源他の自主財源
（使用料など）（使用料など）
206億円206億円
（10％）（10％）

市税市税
533億円533億円
（25％）（25％）

依存財源依存財源
1,370億円1,370億円
（65％）（65％）

他の依存財源他の依存財源
（国庫支出金、市債など）（国庫支出金、市債など）
962億円（46％）962億円（46％）

人件費
285億円
（14％）

扶助費
700億円
（34％）

公債費
214億円
（10％）

投資的経費
242億円
（12％）

その他経費
626億円
（30％）

地方交付税
408億円
（19％）

他の自主財源
（使用料など）
206億円
（10％）

市税
533億円
（25％）

依存財源
1,370億円
（65％）

他の依存財源
（国庫支出金、市債など）
962億円（46％） 義務的経費

1,199億円
（58％）

自主財源
739億円
（35％）

平成25年度決算
(普通会計）



222 長崎市が計画している今後の大型事業

今後想定される主な大型事業

※上記は中長期的な財政シミュレーションをするにあたり、まだ決定されていない事業も含め、
　現時点で想定される大まかな数値です。

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

計

約230億円

約50億円

約30億円

約47億円

約87億円

約216億円

約154億円

約74億円

約13億円

約40億円

約941億円

新市庁舎建設事業

端島（軍艦島）整備事業費

文化施設整備事業（公会堂）

市民病院建設事業

新西工場建設事業

交流拠点施設

長崎駅周辺
土地区画整理事業

JR長崎本線連続立体交差
事業負担金

九州新幹線西九州ルート
（長崎ルート）負担金

市道大黒町筑後町１号線
（拡幅整備）

施設名 総事業費
（見込み）

事業期間
（予定）

事業概要
（進捗および検討状況）

H26～H32

H26～H31

H32～H34

H20～H27

H25～H28

H26～H30

H21～H35

H21～H32

H24～H34
着工から
概ね10年

H26～H32

h公会堂および公会堂前公園敷地を建替え場所に決定
hH26～Ｈ31（着手時期検討中）

h現在の見込みは、最低限必要となる護岸工事などを想定している。
hH26年度　高島炭鉱保存管理計画
hH26～27年度　高島炭鉱整備活用計画

h複数案で検討中

h現在建設中
h総事業費約206億円（建設事業費ベース）

hDBO方式（公設民営）にて建設
hH25年度から事業着手

h詳細未定
h長崎駅西側を予定地として検討中

h事業着手済
h施行面積約19.2ha

h事業着手済
h松山町～尾上町　Ｌ＝約2.5km

h事業着手済
h長崎市負担延長　Ｌ＝1.361km
h長崎市の負担額：市負担延長に対する長崎県負担分の20％

hH24現況測量・詳細設計
hH25都市計画決定（予定）

大型事業の主な概要

1 市庁舎建設事業 3 文化施設整備事業（公会堂）

総事業費　約230億円 総事業費　約30億円

「市公会堂条例を廃止する条例」は 「市公会堂条例を廃止する条例」は 
平成26年２月議会で継続審議平成26年２月議会で継続審議

６月議会で可決！６月議会で可決！

「市公会堂条例を廃止する条例」は 
平成26年２月議会で継続審議

６月議会で可決！

4 新市立病院 6 交流拠点施設検討

大黒町界隈の整備
（市道拡幅・河川整備）

総事業費　約47億円 総事業費　約216億円

9
九州新幹線西九州ルートの開通は、
地域の発展や浮揚に大きく貢献します!!
●中国・関西圏との観光や産業面での連携強化
●海外航路を介した日本とアジアとの新たな交流軸の形成等…

10

総事業費　約13億円 総事業費　約40億円

MICEの宿泊客1人当たりの平均支出額 一般宿泊観光の約2.5倍
※一般宿泊観光28,277円/人⇨MICE70,864円/人

1,15424

●「ER型救命救急センター」を整備
●ヘリポートを設置
●「脳血管疾患医療」「心疾患医療」「がん医療」の提供
●地域の医療機関との連携
●母体・胎児、生まれたばかりの赤ちゃんのための
　周産期医療の提供
●市立病院として、災害医療、結核医療、感染症医療
　の政策医療を実施



333 長崎市の主な取り組み

長崎サミットプロジェクト 夜景観光

【市内全域】街路灯LED化まちぶらプロジェクト

【市内全域】老朽危険空き家対策【市内全域】車みちの整備

端島炭坑
（明治日本の産業革命遺産）
平成27年度登録を目指す

出島とその周辺の
空撮写真
（平成26年2月撮影）
カピタン部屋など
10棟の建造物を復元

第3・4期復元事業
完成予想イメージ

平成28年度に出島中央部
６棟の建造物を復元予定

大浦天主堂
（長崎の教会群）

平成28年度登録を目指す

長く元気で！プロジェクト

出島表門橋プロジェクト 国際観光誘致プロジェクト

世界遺産登録推進プロジェクト

公共施設マネジメント推進プロジェクト


